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ていない 65 歳以上の高齢者を対象に，2018 年 11月



















日程 地区名 人数 
12 月 4 日 土師地区（地区公民館） 25(2)
12 月 10 日 那岐地区（地区公民館） 23(11)
12 月 11 日 山郷地区（地区公民館） 17(7)
12 月 13 日 山形地区（第一地区公民館） 8(3)
12 月 17 日 富沢地区（地区公民館） 11(6)




























趣味の会参加者（月 1 回以上）割合 
ボランティア参加者（月 1 回以上）割合 
学習・教養サークル参加者（月 1 回以上）割合 
特技や経験を他者に伝える活動参加者（月 1 回以上割合） 
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老人クラブ参加者（月 1 回以上）割合 
グループ活動へ参加意欲がある者の割合 
グループ活動（企画・運営）へ参加意欲がある者の割合 










































図 4 要介護リスク者割合およびうつ割合の地域差 
3宮國 康弘・家中　茂：鳥取県智頭町における地域マネジメント支援システムを活用した住民主体の地域づくり
































2019 年 12月 4日から 2019 年 12月 19日の期間中
に暮らしを考える会を 6地区で開催した．合計で 113
人が参加した．暮らしを考える会で行ったアンケー
ト結果は表 3 の通りであり，回収数は 107 票（男性
89票，女性 18 票）であった．年齢別では，20 代が
12 票（11.2％），30 代が 8 票（7.5％），40 代が 11
票（10.3％），50 代が 17 票（15.9％），60 代が 41
票（38.3％），70 代が 17 票（15.9％），80 代が 1 名
（0.9％）であり，60 代以上が約半数以上であった． 















回収数 26 8 23 24 10 16 107 
性
別
男 23 5 19 21 8 13 89 




20代 3 1 4 1 0 3 12 
30代 4 0 0 1 2 1 8 
40代 1 1 3 2 3 1 11 
50代 5 1 5 3 0 3 17 
60代 10 5 6 10 3 7 41 
70代 3 0 4 7 2 1 17 
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